
 

 

安全衛生管理基本計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三和建装株式会社 

 

 



１． 作業所安全衛生管理基本方針・重点実施事項 

基本方針 

『全工期、無事故・無災害』 

『墜落・転落災害の防止』 

『第三者災害の防止』 

重点実施事項 

１、 墜落・転落災害の防止 

・安全な作業床を設置すると共に作業床の端部、開口部等には手摺・覆

い等の保護施設を設ける。 

・安全帯、保護具の安全着装と、使用の徹底をする。 

・高所作業（足場の組立・解体等）については、作業手順を事前に検討

し周知の上で作業を行う。 

 

２、 飛来・落下災害の防止 

・足場の組立・解体等の作業は、作業主任者、作業指揮者等を配置する。 

・足場上等の高所の不要材は、直ちに撤去し、整理整頓に努める。やむ

を得ない場合は、飛散防止処置を行う。 

・部材の立て掛けは、決められた場所以外では行わない。また長物は立

て掛けを行わない。 

 

３、 第三者災害の防止 

・資材の搬出入に対する交通誘導員の適正配置をする。 

・車両の運転手に対する安全運動の励行及び、道路交通法の遵守の教

育・指導を行う。 

・場内での徐行を厳守する。 

 

 

 



２． 作業所規則 

○作業時間 

安 全 朝 礼：８：１５～ 

KYMミーティング：安全朝礼終了後 

作 業 開 始：８：３０～ 

安 全 工 程 会 議：１３：００～（職長の参加） 

作 業 終 了：１７：３０（後片付け含む） 

 

○作業員の就労 

協力会社は職長を常駐させ作業員の指導・教育・安全管理を義務付ける。 

職長は安全朝礼後KYMミーティングを実施し、作業員の健康状態を把

握して、当日作業の安全について指導・教育をする。 

 

○作業服の整備 

全員保護具・安全帯の着用。 

安全朝礼時、作業開始前の服装整備を確認。 

 

○喫煙 

所定の喫煙場所以外での喫煙を禁止し、歩行・作業中のくわえ煙草は厳

禁。 

 

○標識・表示 

現場作業員は、当社指定のベストを着用して作業を行う。 

足場、荷取構台には最大積載荷重を示した看板を明示する。 

安全通路、危険作業場所への立入禁止等の表示を明確にする。 

有資格者の一覧を表示する。 

 

○５S運動 

仮設材、資材は計画的に搬入し、不要材を出さない工夫をする。 

資材等の置場を指定し、安全通路を必ず確保する。 

作業終了時の「持場片付け」励行し、また汚さない工夫をする。 

トイレ等の共用施設を清潔にして、衛生的な環境を保つ。 

安全衛生面での良い躾・習慣を定着させる。 

 

○保護具・機器の点検 

安全衛生責任者は、定期的に保護具の点検を行う。 

持込機械等は、始業前点検を必ず行いチェックリストに作成する。 



３． 衛生・環境管理 

○健康診断 

受入教育時に協力会社事業主の実施した結果を確認する。 

未実施の場合は、直ちに実施するように指導する。 

 

○環境設備 

快適な作業環境を維持する為に下記を行う。 

① 休憩所・トイレの清掃（当番制） 

② 救急用品の整備 

③ 喫煙所の設定（灰皿の清掃） 

④ 防火設備の設置（消火器、バケツ等） 

⑤ 火元責任者の選任 

⑥ 週一回の一斉清掃実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．安全衛生教育・点検 

○受入時教育 

新規入場者は受入れ教育を行い、作業所の安全活動・規則・特殊注意事

項等を説明するとともに有資格者の確認を行う。また、受入教育時には

職長が必ず立ち会う事。 

また、安全誓約書を確認の上、署名を行う。 

 

○安全朝礼・KYミーティング・安全工程会議・安全大会等を通じて、協力

会社の安全衛生責任者・作業主任者・作業指揮者・作業員各位にわたり、

立場に応じた安全衛生教育を実施する。 

・明確な作業指示（作業手順） 

・使用材料、工具の確認 

・保護具の使用周知 

・墜落防止設備の確認 

・制限荷重規則の周知 

・連絡、合図の周知 

・有資格者を必要とする作業の周知 

・作業終了時の整理整頓 

 

○各種安全標識、ポスター類の掲示 

 

○安全成績優秀の会社表彰（安全大会時） 

 

○各種点検 

１）工事全般 

現場代理人は場内の点検・巡視を行い、巡視結果を記録する。また、

指示事項が有る場合は、安全指示書に指示内容を記録する。 

協力会社は足場を使用する前に、作業範囲の足場点検を実施する。 

 

２）持込機械 

持込機械は点検リストを用いて始業前点検を必ず行う。 

 

３）消火設備 

適材適所に、消火器を配置する。 

 

 

 



５．第三者災害防止対策 

１、 工事現場周辺の仮囲いに異常がないか随時確認 

 

２、 通行者に対する落下物・飛散防止の処置 

・外部足場シート養生 

・落下防止棚（アサガオ）の設置 

 

３、 資材搬出入場所付近の交通安全 

・交通誘導員の適正配置 

・第三者（人・車）を最優先で誘導を行う 

◎大型車両の場内入場は９：００以降とする。 

 

４、 工事標識、工程のお知らせ看板等の設置 

 

５、 道路上での作業時 

・道路使用許可の申請 

・交通誘導員の適正配置 

・歩行者通路の確保 

・工事場所外周の区画及び表示 

 

６、 作業所周辺の常時清掃 

『いつもきれいに、笑顔で挨拶！』 

 

 

 

 

 

 

 



６．協力会社指導 

・協力会社への指導 

１） 雇用管理責任者の選任と雇用管理体制の確立。 

２） 作業員の把握と高齢者・女子・年少者に対する就労上考慮。 

３） 雇い入れに当たっては、労働条件を明示し、雇用通知書の発行・雇

い入れ時の健康診断・安全衛生教育の実施及び労働者名簿を備える。 

４） 作業員の社会保険加入の確立。 

５） 各種教育訓練及び技術者の育成・確保。 

６） 安全衛生管理体制を整備し、円滑な運営を図る。 

７） 定期健康診断、特殊健康診断を実施。 

８） 一人親方は、労災保険特別加入制度に加入させる。 

９） 作業標準書等の作成・実施についての指導・教育を図る。 

 

・協力会社より元請に提出させる書類 

１） 安全衛生管理実行誓約書（当社指定の安全書類） 

２） 送り出し教育資料 

３） 施工体制台帳 

４） ２次下請け以降との注文書・請書（写し） 


